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事
業
の
紹
介

　
　

治
山
事
業
に
つ
い
て

－ 2 －

風
一
〇
号
に
よ
る
降
雨
は
、
降
り
始

め
か
ら
降
り
終
わ
る
ま
で
の
四
三
時

間
に
二
四
〇
㍉
を
超
え
る
豪
雨
と
な

り
、
県
下
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　
山
地
災
害
に
つ
い
て
は
、
山
腹
崩

壊
、
渓
流
荒
廃
な
ど
、
県
下
で
一
八

二
箇
所
に
も
及
ぶ
近
年
ま
れ
に
み
る

被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
早
期
復
旧
の
必
要
な
一

三
〇
箇
所
に
つ
い
て
、
災
害
関
連
緊

急
治
山
や
林
地
崩
壊
防
止
事
業
等
を

実
施
し
、
平
成
十
一
年
度
ま
で
に
復

旧
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て

も
、
危
険
度
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し

順
次
復
旧
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
治
山
事
業
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
方
法
で
、
山

の
緑
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
防
災
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る

地
球
に
優
し
い
事
業
で
す
。

　
具
体
的
な
事
業
は
細
か
く
区
分
さ

れ
、
採
択
条
件
も
色
々
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
町
村
役

場
、
振
興
局
の
森
林
課
、
治
山
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
治
山
課
治
山
係
）

　
治
山
事
業
は
、
山
地
に
起
因
す
る

災
害
か
ら
県
民
の
生
命
・
財
産
を
保

全
し
、
ま
た
、
水
資
源
の
か
ん
養
、

生
活
環
境
の
保
全
形
成
等
、
公
益
的

機
能
の
向
上
を
目
的
と
し
た
森
林
の

維
持
造
成
事
業
で
、
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ア
　
山
地
治
山

　
　
復
旧
治
山
、
予
防
治
山
を
主
体

に
、
土
留
工
、
植
栽
工
、
治
山
ダ

ム
工
等
に
よ
り
山
腹
地
盤
の
安
定

渓
流
の
安
全
な
維
持
を
図
る
事
業

イ
　
保
安
林
整
備

　
　
山
火
事
や
松
く
い
虫
に
よ
る
被

害
を
受
け
た
保
安
林
を
、
健
全
な

森
林
に
回
復
さ
せ
る
た
め
の
保
安

林
改
良
や
、
そ
の
成
長
を
促
進
す

る
た
め
の
保
育
を
行
う
事
業

ウ
　
防
災
対
策
総
合
治
山

　
　
山
地
災
害
危
険
地
の
集
中
し
た

地
域
等
で
、
治
山
ダ
ム
や
森
林
整

備
を
総
合
的
に
実
施
す
る
事
業

エ
　
水
源
地
域
整
備

　
　
水
資
源
の
か
ん
養
機
能
の
高
度

発
揮
と
良
好
な
水
質
の
保
全
の
た

め
、
森
林
整
備
を
主
体
に
治
山
ダ

ム
等
を
実
施
す
る
事
業

オ
　
環
境
保
全
保
安
林
整
備

　
　
緑
豊
か
な
生
活
環
境
、
自
然
環

境
の
保
全
・
創
出
を
図
り
、
保
健

休
養
機
能
等
を
高
度
に
発
揮
す
る

森
林
に
整
備
す
る
事
業

　
県
で
は
こ
れ
ら
の
他
、
地
す
べ
り

防
止
や
防
火
樹
林
帯
整
備
等
の
事
業

を
計
画
的
に
実
施
し
、
山
地
災
害
の

未
然
防
止
、
安
全
で
住
み
良
い
県
土

の
確
保
・
定
住
条
件
の
整
備
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

台
風
一
〇
号
災
害
に
つ
い
て

昨
年
の
一
〇
月
一
七
〜
一
八
日
の
台安全な生活環境を守る治山施設

復旧の進む台風災害地
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一
　
は
じ
め
に

　
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
世
界
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
十

二
月
、
京
都
で
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
三
回
締
約
会
議
（C

O
P

3

）
が
開

催
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一

二
年
を
約
束
期
間
と
す
る
先
進
国
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
定
め

た
京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
た
。

　
我
が
国
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
二
〇
一
〇
年
に
は
一
九
九
〇
年

を
基
準
に
六
％
削
減
す
る
目
標
で
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
二
酸
化
炭
素
は
森
林
で
吸
収

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
吸
収
量
は
排
出

削
減
目
標
に
加
味
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
に
お

け
る
森
林
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

の
情
報
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

二
　
世
界
の
炭
素
循
環

　
地
球
上
に
は
、大
気
、森
林
等
陸
上

生
態
系
、化
石
資
源
と
海
洋
の
四
つ
の

炭
素
貯
蔵
庫
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル（IPPC

）に
よ
る
と
、一
九
八
〇
年
代

の
地
球
上（
海
洋
を
除
く
）の
炭
素
貯

蔵
量
は
、植
物
六
千
百
億
㌧（
う
ち
森

林
三
千
三
百
億
㌧
）と
土
壌
一
兆
五
千

八
百
億
㌧（
う
ち
森
林
六
千
六
百
億

㌧
）で
合
わ
せ
て
二
兆
一
千
九
百
億

㌧
が
存
在
す
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
と
の
関
係
で
問
題
に

な
る
の
は
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
大

気
中
に
放
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
で

あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る

大
気
に
放
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素

（
炭
素
換
算
）
は
、
化
石
資
源
の
消

費
等
で
年
間
五
十
五
億
㌧
、
森
林
の

消
失
に
よ
る
も
の
が
年
間
十
六
億
㌧

の
計
七
十
一
億
㌧
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
海
や
森
林
な
ど
に
吸
収

さ
れ
た
量
は
三
十
八
億
㌧
で
す
。
つ

ま
り
、
三
十
三
億
㌧
も
の
二
酸
化
炭

素
（
炭
素
換
算
）
が
大
気
中
に
増
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
が
上
昇
し
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る

と
二
一
〇
〇
年
の
地
球
の
気
温
は
一

九
〇
〇
年
に
比
べ
二
℃
上
が
っ
て
し

ま
い
、
海
面
が
五
十
㎝
上
が
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
異
常
気
象
の
発
生
、

砂
漠
化
の
促
進
、
森
林
等
生
態
系
の

変
動
な
ど
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
我
が
国
の
森
林
の
炭
素
貯
蔵

　
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
は
、
樹

木
の
光
合
成
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
樹
木
も
私
た
ち
と
同
じ
よ
う

に
酸
素
を
吸
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
出

す
呼
吸
を
行
い
、
光
合
成
で
吸
収
し

た
二
酸
化
炭
素
の
量
と
呼
吸
で
吐
き

出
し
た
二
酸
化
炭
素
の
量
の
差
が
実

際
に
吸
収
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
の
量

で
、
炭
素
と
し
て
、
幹
、
枝
、
根
、

葉
に
蓄
積
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
上
に

落
ち
た
枝
や
葉
の
大
部
分
も
炭
素
と

し
て
土
壌
中
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

　
蓄
積
す
る
二
酸
化
炭
素
量
（
炭
素

換
算
）は
樹
種
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
ギ
人
工
林
は
五
十
年
間

で
一
㌶
当
た
り
約
一
七
〇
㌧
、
ブ
ナ

を
主
体
と
す
る
天
然
林
は
約
九
〇
㌧

蓄
積
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
七
年
現
在
、
我
が
国
の
森
林

に
約
十
四
億
㌧
の
炭
素
が
蓄
積
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
約
二
、
七
〇
〇
万
㌧

が
炭
素
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
　
温
暖
化
に
貢
献
す
る
森
林

　
自
家
用
車
四
、
五
〇
〇
万
台
（
平

成
七
年
保
有
台
数
）
が
平
均
的
燃
費

十
㎞
／
r
、
年
間
走
行
距
離
一
万
㎞

の
ガ
ソ
リ
ン
車
で
あ
る
と
仮
定
す
る

と
、
そ
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
炭

素
換
算
で
年
間
約
二
、
七
〇
〇
万
㌧

と
な
り
、
我
が
国
の
森
林
は
、
自
家

用
車
か
ら
排
出
す
る
炭
素
を
吸
収
・

貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
森
林
は
成
熟
期
を
迎

え
る
と
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
と
排

出
が
等
し
く
な
り
、
貯
蔵
庫
と
し
て

の
役
割
は
果
た
せ
る
が
、
吸
収
に
よ

る
貢
献
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
健
全
で
活
力
あ
る
森
林
の

整
備
を
推
進
し
、
資
源
の
持
続
可
能

な
（
循
環
的
な
）
利
用
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

五
　
お
わ
り
に

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
自
主
的
か
つ
積

極
的
に
取
り
組
む
課
題
で
あ
り
、
小

さ
な
こ
と
の
積
み
上
げ
が
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
皆
さ
ん

も
関
心
を
持
ち
、で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
山
下
秀
喜
）
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す
も
う
と
り
や
ま

お
お
ま
つ

　
「
角
力
取
山
の
大
松
」
は
都
窪
郡

山
手
村
岡
谷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

　
総
社
市
、
山
手
村
、
清
音
村
、
真

備
町
、
岡
山
市
、
倉
敷
市
に
ま
た
が

る
こ
の
地
域
は
「
吉
備
路
」
と
し
て

知
ら
れ
、
造
山
古
墳
・
作
山
古
墳
・

こ
う
も
り
塚
古
墳
や
備
中
国
分
寺
五

重
塔
・
備
中
国
分
尼
寺
趾
等
の
史
跡

が
多
く
あ
り
、
歴
史
景
観
と
自
然
景

観
に
優
れ
た
地
域
と
し
て
吉
備
路
風

土
記
の
丘
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
松
は
国
分
寺
五
重
塔
の
南

西
の
小
高
い
丘
に
あ
り
、
丘
を
覆
う

ほ
ど
の
樹
形
の
美
し
い
巨
木
で
す
。

　
推
定
樹
齢
は
約
四
五
〇
年
。
目
通

り
幹
五
・
四
㍍
、
樹
高
約
二
十
㍍
の

県
下
最
大
級
の
ク
ロ
マ
ツ
で
す
。
昭

和
四
十
七
年
十
二
月
九
日
付
け
で
岡

山
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
二
年
頃
か
ら
西
に
張
っ
た
大

枝
の
腐
朽
が
進
み
樹
勢
が
少
し
弱

ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
倉
敷
普
及
指

導
区
、
県
文
化
課
及
び
地
元
山
手
村

教
育
委
員
会
で
協
議
し
、
西
側
の

枝
・
幹
・
根
に
つ
い
て
の
外
科
治
療
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
、
樹
勢
が
ほ
ぼ

回
復
し
、吉
備
路
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
景
観
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
大
松
の
茂
る
小
高
い
丘
は
「
角
力

取
山
古
墳
」
と
呼
ば
れ
る
古
墳
で

す
。
東
西
三
六
㍍
、
南
北
三
八
㍍
、

高
さ
約
五
㍍
の
五
世
紀
中
頃
の
地
域

の
首
長
墓
と
し
て
造
ら
れ
た
こ
の
地

域
最
大
級
の
古
墳
で
す
。
戦
前
ま
で

西
側
に
土
俵
を
設
け
、氏
神
・
御
崎
神

社
の
秋
祭
り
に
奉
納
角
力
が
行
わ
れ

て
い
た
た
め
、こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
古
墳
は
昭
和
四
十
六
年
三
月

二
十
日
に
山
手
村
指
定
史
跡
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
以
前
は
四
隅
に
ク
ロ
マ
ツ
が
茂
っ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
の
中
期
ま
で

に
三
本
が
枯
死
し
ま
し
た
。
現
在
の

大
松
は
北
東
隅
の
一
本
で
す
。

　
近
く
に
は
、
吉
備
路
自
然
歩
道
や

「
日
本
の
道
一
〇
〇
選
」
に
選
定
さ

れ
た
吉
備
路
自
転
車
道
が
あ
り
ま

す
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
か
備
中
国
分

寺
前
や
主
要
な
Ｊ
Ｒ
駅
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ゆ
っ
く
り
自
然
散
策
や
歴
史

探
訪
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
交
通
の
便
》

【
備
中
国
分
寺
】

・
バ
ス
　
国
分
寺
前
下
車
徒
歩
五
分

　
　
岡
山
発
総
社
行（
山
手
経
由
）

　
　
倉
敷
発
新
本
行（
国
分
寺
経
由
）

　
　
総
社
発
岡
山
行（
山
手
経
由
）

・
自
動
車

　
　
岡
山
か
ら
国
道
一
八
〇
号
線
を

西
へ
約
一
時
間
。

　
　
倉
敷
か
ら
国
道
四
二
九
号
線
を

北
へ
約
二
〇
分
。

【
角
力
取
山
の
大
松
】

　
備
中
国
分
寺
か
ら
南
西
に
約
一
・

五
㌔
㍍
、
徒
歩
約
二
五
分
。

（
倉
敷
普
及
指
導
区
Ag
栢
野
奈
実
恵
）

至総社� 至岡山�国道180号線

至岡山�至清音� 国
道

42
9号
線



至倉敷�

備中国分寺�
　五重塔�

作山古墳�

山手村�
　役場�

角
力
取
山�

の
大
松�
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一
、
は
じ
め
に

　
勝
英
普
及
指
導
区
の
北
西
部
に
位

置
し
、
大
原
町
、
東
・
西
粟
倉
村
の

一
町
二
村
で
構
成
さ
れ
る
〝
あ
わ
く

ら
地
域
〞
で
は
古
く
か
ら
人
工
造
林

に
取
り
組
み
、
特
に
西
粟
倉
村
の
人

工
林
率
は
県
下
第
一
位
の
八
四
・
一

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
西
粟
倉
村
森

林
組
合
で
は
、
今
後
充
実
し
て
く
る

森
林
資
源
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
二

年
に
県
下
の
森
林
組
合
に
先
駆
け
て

フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
導
入
し
、
ま
た
、
若

手
林
産
職
員
を
月
給
制
で
採
用
す
る

な
ど
県
下
で
も
い
ち
早
く
高
性
能
林

業
機
械
に
よ
る
林
産
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
森
林
組
合
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
近
年
の
材
価
の
低
迷
に
よ

り
林
家
の
木
材
生
産
、
森
林
整
備
へ

の
意
欲
低
下
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
西
粟
倉

村
で
は
適
正
な
森
林
整
備
の
推
進
、

間
伐
材
の
搬
出
を
図
る
た
め
、
高
性

能
林
業
機
械
に
よ
る
列
状
間
伐
を
積

　
普
及
指
導
最
前
線

　
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
列
状
間
伐
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
　

極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
こ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二
、
内
　
　
容

　
西
粟
倉
村
で
は
、
流
域
森
林
総
合

整
備
事
業
に
よ
り
保
育
事
業
（
除
間

伐
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
補
助

対
象
齢
級
外
の
林
分
の
増
加
、
ま

た
、
材
価
の
低
迷
に
よ
り
森
林
整
備

の
放
棄
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
西
粟
倉
村
で
は
平
成
十
一

年
度
か
ら
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
広

葉
樹
林
整
備
特
別
対
策
事
業
に
よ
り

実
施
す
る
村
有
林
内
の
人
工
造
林

（
七
一
㌶
）
の
林
分
に
つ
い
て
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
列
状
間
伐
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

列
状
間
伐
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の
伐

採
搬
出
経
費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
進

め
、
少
し
で
も
利
益
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
、
ま
た
、
村
内
の
森
林
所
有

者
へ
の
列
状
間
伐
の
Ｐ
Ｒ
も
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
の
大
規
模
森
林
所
有

者
か
ら
も
収
益
を
あ
げ
る
間
伐
方
法

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
普
及
指

導
職
員
、
森
林
組
合
職
員
に
よ
る
現

地
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
十
一

年
度
に
約
四
㌶
の
所
有
山
林
に
つ
い

て
森
林
組
合
の
受
託
事
業
と
し
て
列

状
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
な

ど
、
一
部
の
所
有
者
の
先
進
的
な
取

り
組
み
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
西
粟
倉
村
で
は
平
成
十
一

年
度
よ
り
間
伐
の
推
進
、間
伐
材
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、七
〜
十
齢
級

の
間
伐
材
搬
出
に
対
し
、二
千
円
／

立
方
㍍
の
助
成
を
行
う
な
ど
行
政
サ

イ
ド
の
支
援
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
お
わ
り
に

　
今
後
ま
す
ま
す
非
皆
伐
施
業
、
長

伐
期
施
業
が
進
む
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
列
状

間
伐
は
、
ま
だ
ま
だ
森
林
所
有
者
に

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
普
及
指
導
職
員
が
中
心

と
な
っ
て
、
列
状
間
伐
に
よ
る
低
コ

ス
ト
搬
出
シ
ス
テ
ム
の
確
立
・
普

及
、
ま
た
間
伐
材
加
工
等
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
勝
英
普
及
指
導
区
Ag
木
村
淳
二
）

現地検討風景（西粟倉村）
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六
月
三
日
に
今
年
の
梅
雨
入
り
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
蛙
た
ち
が
毎
日

の
よ
う
に
音
楽
会
を
開
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
声
を
嗄
ら
さ
な
け
れ
ば
良

い
の
で
す
が
…
…
。
昨
年
は
結
局
梅

雨
明
け
が
断
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
年
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
「
林
声
」
が
発
行
さ
れ
る

頃
に
は
も
う
明
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
梅
雨
の
よ
う
に
湿
気
が
多
く
て
蒸

し
暑
い
時
期
に
は

カ
ビ
が
元
気
に
な

り
ま
す
。
パ
ン
に

青
色
、
壁
に
黒

色
、
畳
に
緑
色
、

万
年
床
か
ら
は

粉
っ
ぽ
い
臭
い
。

そ
こ
ま
で
ひ
ど
く
な
く
て
も
カ
ビ
は

あ
ら
ゆ
る
所
か
ら
発
生
し
ま
す
。
勿

論
木
材
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

表
面
汚
染
菌
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

カ
ビ
で
す
。

　
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
い
条
件
は
菌

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

だ
い
た
い
湿
度
九
〇
〜
一
〇
〇
％
、

温
度
二
三
〜
三
三
℃
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
木
材
の
場
合
は
こ
れ
に
含
水
率

い
た
り
、
削
っ
た
り
す
る
こ
と
で
容

易
に
取
り
除
け
ま
す
。
広
葉
樹
材
の

場
合
は
針
葉
樹
材
に
比
べ
て
深
く
侵

入
す
る
の
で
完
全
に
除
去
す
る
の
は

困
難
で
す
。
し
か
し
、
表
面
汚
染
菌

は
木
材
中
の
デ
ン
プ
ン
や
糖
類
し
か

栄
養
源
と
し
て
利
用
で
き
ず
、
木
材

の
強
度
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
木
材
の
変
色
を
起
こ
す
も
の
に
は

表
面
汚
染
菌
の
ほ
か
に
変
色
菌
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
も
カ
ビ
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。
変
色
菌
は
木
材
の
表
面

だ
け
に
発
生
す
る
表
面
汚
染
菌
と
は

異
な
り
、
道
管
や
仮
道
管
の
中
を
伸

長
し
、
木
材
組
織
内
部
に
ま
で
生
育

が
及
び
ま
す
。
し
か
し
表
面
汚
染
菌

と
同
様
に
セ
ル
ロ
ー
ス
や
リ
グ
ニ
ン

を
ほ
と
ん
ど
分
解
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
、
木
材
の
強
度
に
は
あ
ま

り
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。
微
少
な
欠

陥
に
敏
感
な
衝
撃
曲
げ
強
度
が
若
干

低
下
す
る
こ
と
が
あ
る
程
度
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
表
面
汚
染
菌
や
変
色
菌

の
発
生
は
、
腐
朽
力
の
強
い
木
材
腐

朽
菌
の
侵
入
を
誘
発
し
ま
す
。
木
材

腐
朽
菌
は
セ
ル
ロ
ー
ス
や
リ
グ
ニ
ン

な
ど
の
木
材
を
構
成
す
る
成
分
を
分

解
す
る
の
で
木
材
の
強
度
を
著
し
く

低
下
さ
せ
ま
す
。

　
カ
ビ
は
、
カ
ビ
が
発
生
し
た
物
質

に
与
え
る
変
色
な
ど
の
影
響
よ
り

も
、
カ
ビ
の
胞
子
を
原
因
と
す
る
ア

レ
ル
ギ
ー
性
の
気
管
支
炎
や
喘
息
の

発
作
を
起
こ
し
た
り
、
ダ
ニ
の
発
生

を
助
長
す
る
こ
と
が
問
題
で
す
。
カ

ビ
の
生
え
る
環
境
は
人
間
に
と
っ
て

決
し
て
良
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
し
、

カ
ビ
・
ダ
ニ
自
体
が
人
に
衛
生
的
に

も
精
神
的
に
も
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る

も
の
で
す
。
カ
ビ
を
完
全
に
撃
退
す

る
た
め
に
は
防
カ
ビ
剤
を
使
用
す
る

べ
き
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
先
に
換

気
・
掃
除
を
こ
ま
め
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
最
近
の
家
は
気
密
性
が

高
く
、
室
内
に
湿
気
が
た
ま
り
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
換
気
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
空
気
中
に
浮
遊
す
る
カ

ビ
の
胞
子
が
除
去
で
き
、
部
屋
の
湿

度
も
調
整
で
き
ま
す
。
ま
た
、
掃
除

を
し
て
清
潔
な
環
境
を
維
持
す
る
こ

と
で
、
カ
ビ
の
餌
に
な
る
埃
が
排
除

で
き
ま
す
。
手
垢
も
カ
ビ
の
餌
に
な

り
ま
す
の
で
拭
き
掃
除
も
お
忘
れ
な

く
。

が
関
係
し
て
き
ま
す
。
生
材
は
も
ち

ろ
ん
、
乾
燥
材
で
も
雨
に
濡
れ
る
な

ど
し
て
表
面
含
水
率
が
六
〇
％
以
上

に
な
る
と
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
逆
に
い
う
と
水
分
が
少
な
い
と

発
生
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
木
材
の
カ
ビ
、
表
面
汚
染
菌
は
真

菌
類
の
う
ち
接
合
菌
、
子
の
う
菌
、

不
完
全
菌
に
属
す
る
も
の
で
、
種
類

に
よ
っ
て
黒
、
茶
、
緑
、
オ
レ
ン
ジ

な
ど
様
々
な
色
調
を
示
し
ま
す
。
栄

養
菌
糸
は
普
通
透
明
な
の
で
す
が
、

特
徴
的
な
色
を
持
つ
胞
子
の
付
着

や
、
い
く
つ
か
の
菌
に
つ
い
て
は
菌

自
体
の
色
や
菌
糸
が
分
泌
す
る
色
素

に
よ
っ
て
発
色
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

菌
の
酵
素
に
よ
っ
て
木
材
中
の
フ
ェ

ノ
ー
ル
性
物
質
が
酸
化
さ
れ
て
変
色

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
表
面
汚
染
菌
は
、
針
葉
樹
材
で
は

表
面
に
つ
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
掻

技
　

師�

木
の
カ
ビ

木
の
カ
ビ�

　
　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

三
　
枝
　
道
　
生

三
　
枝
　
道
　
生�

技
　

師�

木
の
カ
ビ�

　
　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

三
　
枝
　
道
　
生�
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一
　
は
じ
め
に

　
苫
津
普
及
指
導
区
は
、
津
山
市
及

び
苫
田
郡
内
の
七
市
町
村
を
管
轄
し

て
お
り
ま
す
。
当
地
方
は
県
内
で
も

有
数
の
林
業
地
で
あ
り
、
森
林
所
有

者
の
林
業
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、

熱
心
に
林
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
当
指
導
区
は
、
六
名
の
林
業
改
良

指
導
員
が
お
り
、
市
町
村
及
び
森
林

組
合
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
林
業
技
術
の
普
及
、
情
報
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

二
　
最
近
の
活
動
事
例

　
現
在
、
当
指
導
区
も
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
項
目
は
「
間
伐
の
推
進
」

で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
地
元
市
町

村
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
、
間
伐

の
必
要
性
、
実
施
手
順
な
ど
十
分
認

識
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
先
日
、
管
内
の
市
町
村
担
当
者
を

対
象
に
し
た
「
育
林
・
間
伐
技
術
研

修
会
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し

た
。

　
一
　
日
　
　
時

　
　
　
平
成
十
一
年
六
月
十
六
日
d

　
二
　
場
　
　
所

　
　
　
県
森
連
　
津
山
支
所
会
議
室

　
　
　
加
茂
町
宇
野
地
内
町
有
林

　
三
　
研
修
内
容

　
　
・
植
林
技
術
に
つ
い
て

　
　
・
保
育
技
術
に
つ
い
て

　
　
・
間
伐
技
術
に
つ
い
て

　
午
前
中
は
、
室
内
で
適
地
適
木
の

考
え
方
、
適
性
な
植
え
付
け
方
法
な

ど
の
植
林
技
術
、
無
節
材
生
産
の
め

た
の
枝
打
ち
技
術
の
ほ
か
、
間
伐
の

方
法
、
密
度
管
理
図
の
使
い
方
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
午
後
か
ら
現
地

に
お
い
て
毎
木
調
査
か
ら
選
木
ま
で

の
一
連
の
作
業
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
市
町
村
・
森
林
組

合
等
と
連
携
し
、
森
林
所
有
者
等
を

対
象
に
研
修
会
の
開
催
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

三
　
林
業
改
良
指
導
員
の
紹
介

　
林
業
改
良
指
導
員
は
、
市
町
村
ご

と
に
担
当
が
お
り
ま
す
の
で
、
紹
介

い
た
し
ま
す
。

研　修　状　況

　
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
相
談
・

質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
）

　
津
山
市
山
下
五
三
番
地

　
岡
山
県
津
山
地
方
振
興
局

　
　
森
林
課
普
及
振
興
第
一
係

　
℡（
〇
八
六
八
）二
三
│
二
三
一
一

　
　
　
　
　
内
線
二
七
六
〜
二
七
八

（
苫
津
普
及
指
導
区
Ag
安
東
義
郎
）

指
導
員
氏
名�

忠
　
政
　
東
洋
三�

芦
　
田
　
修
　
正�

安
　
東
　
義
　
朗�

馬
　
場
　
宏
　
治�

�

野
　
口
　
朋
　
弘�

山
　
本
　
勝
　
範�

担
当
区�

地
区
主
任�

津
山
市�

奥
津
町�

加
茂
町�

阿
波
村�

鏡
野
町�

富
　
村�

上
斎
原
村�
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

　
第
五
回「
お
か
や
ま
　
も
り
の
妖
精
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
に
つ
い
て

　
当
協
会
で
は
、
岡
山
県
の
進
め
て

い
る
「
美
し
い
森
づ
く
り
運
動
」
を

推
進
し
、
森
林
・
林
業
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
、
「
お
か
や
ま
　
も
り
の
妖
精
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
も
り
の
妖
精
」
は
平
成
七

年
度
か
ら
活
動
し
て
お
り
、
現
在
は

四
代
目
の
「
妖
精
」
た
ち
が
活
躍
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
活
動
期
間
が
今

年
の
九
月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
十
月
か
ら
来
年
九
月
ま

で
の
一
年
間
活
動
し
て
い
た
だ
く
五

代
目
の
「
も
り
の
妖
精
」
を
募
集
す

る
も
の
で
す
。

　
森
林
は
、
木
材
を
生
産
す
る
だ
け

で
な
く
、
水
源
の
か
ん
養
、
土
砂
災

害
の
防
止
、
保
健
休
養
の
場
と
し
て

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
深
い
関
係

が
あ
り
、
今
回
の
「
も
り
の
妖
精
」

の
募
集
、
活
動
を
通
じ
て
一
人
で
も

多
く
の
方
が
、
森
林
・
林
業
に
関
心

を
持
ち
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
募
集
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
募
集
人
員
　
三
名

二
　
応
募
資
格

　
・
県
内
在
住
の
十
八
歳
以
上
の
未

婚
の
女
性
（
た
だ
し
、
ほ
か
の

同
様
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
方
を
除
く
。
）

　
・
各
種
行
事
に
参
加
可
能
な
方

三
　
応
募
書
類

　
・
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
。）

　
・
写
真
（
最
近
六
ケ
月
以
内
に
撮

影
し
た
全
身
写
真
）

四
　
応
募
方
法

　
　
応
募
書
類
を
岡
山
県
林
業
改
良

普
及
協
会
支
部
（
各
地
方
振
興
局

森
林
課
内
）
ま
で
提
出

五
　
募
集
期
限

　
　
平
成
十
一
年
八
月
十
三
日
f

　
　
〔
当
日
消
印
有
効
〕

六
　
面
接
選
考

　
　
八
月
下
旬
に
一
次
選
考
（
書
類

審
査
）
を
実
施
し
、
二
次
選
考

（
面
接
選
考
会
）
を
八
月
下
旬
若

し
く
は
九
月
上
旬
に
実
施
し
ま

す
。

七
　
お
問
い
合
わ
せ

　
・
岡
山
県
庁
林
政
課
内

　
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

　
　
1
〇
八
六
│
二
二
四
│
二
一
一
一

　
　
　
　
　
　
（
内
線
三
三
〇
四
）

　
・
各
地
方
振
興
局
森
林
課
内

　
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
各

支
部

昨年の選考会

－ 8 －



平成10年９月１日 り　ん　せ　い 第 341 号

　

－ 9 －－ 9 －

　
奥
津
町
と
上
斎
原
村
に
広
が
る
県

立
森
林
公
園
で
、
こ
の
公
園
の
良
さ

を
広
く
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
6
岡
山
県
林
業
公
社
の
主

催
に
よ
り
野
鳥
や
植
物
な
ど
に
詳
し

い
講
師
を
招
き
、
次
の
と
お
り
自
然

観
察
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
観
察
会
は
、
平
成
元
年
度
か

ら
毎
年
夏
・
秋
の
二
回
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
岡
山
・
倉
敷
・
津

山
か
ら
、
臨
時
バ
ス
（
有
料
）
も
運

行
さ
れ
ま
す
。

一
　
日
　
　
時

　
　
平
成
十
一
年
七
月
二
十
六
日

（
月
曜
日
）
《
当
日
雨
天
で
も
実

施
し
ま
す
。》

二
　
募
集
人
員
　
一
五
〇
人

　（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

三
　
参

加

費
　
無
料

　（
但
し
、交
通
費
は
各
自
負
担
、食

事
は
持
参
と
し
ま
す
。）

四
　
集
合
場
所
及
び
時
間

　
　
県
立
森
林
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
前

　
　
午
前
十
一
時

　
　
（
現
地
集
合
、
現
地
解
散
）

熊 押 し 滝

五
　
観
察
コ
ー
ス

　
一
　
「
ぶ
な
の
平
」
コ
ー
ス

　
　
　
所
要
時
間
約
二
時
間
三
〇
分

　
二
　
「
展
望
台
」
コ
ー
ス

　
　
　
所
要
時
間
約
一
時
間
五
〇
分

　
三
　
「
千
軒
平
」
コ
ー
ス

　
　
　
所
要
時
間
約
三
時
間

六
　
申
込
方
法

　
　
参
加
申
込
の
方
法
は
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
電

話
番
号
、
④
交
通
手
段
（
臨
時
バ

ス
利
用
〔
乗
車
地
　
岡
山
・
倉

敷
・
津
山
の
別
〕
、
自
家
用
車
利

用
の
別
）
、
⑤
参
加
者
数
を
記
入

の
う
え
、
6
岡
山
県
林
業
公
社
ま

で
送
付
く
だ
さ
い
。

七
　
締
　
　
切

　
　
締
切
は
七
月
十
七
日
（
必
着
）

　
※
バ
ス
利
用
の
申
込
者
数
に
合
せ

て
当
日
臨
時
便
を
出
す
よ
う
バ

ス
会
社
に
依
頼
し
ま
す
。

八
　
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
〒
七
〇
八
│
〇
〇
一
三

　
津
山
市
二
宮
一
八
七
八
│
一

　
6
岡
山
県
林
業
公
社
県
営
林
課

　
℡
〇
八
六
八
│
二
八
│
七
七
四
七

「
県
立
森
林
公
園
」自
然
観
察
会
の
開
催
と
参
加
者
募
集
に
つ
い
て
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林　　産　　物　　市　　況

　

編
集
後
記

○
今
年
も
梅
雨
ら
し
い
天
候
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

梅
雨
の
末
期
は
、
集
中
豪
雨
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
土
砂
災

害
等
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
も
り
の
妖
精
」
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
応

募
し
て
い
た
だ
き
、
森
林
・
林
業
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
次
回
は
、
九
月
の
発
行
予
定
で

す
。
（
Ｂ
）

　製　　　  材  （6月下旬）�  木　材（6月中旬）�

 �
 乾しいたけ（6月下旬）�

杉　正　角　  ３m 桧　正　角　  ３m 桧　長　柱　  ６m

寸法�等級�安値－高値�（千円）� 寸法�等級�
安値－高値�
（千円）� 寸　法�等級�安値－高値�（千円）�

6.0

7.5

9.0

〃  

10.5

〃  

〃  

〃  

12.0

〃  

〃  

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

30－35

20－22

18－20

22－24

35－40

40－45

55－60

70－90

35－40

50－60

60－70

6.0

7.5

9.0

〃  

10.5

〃  

〃  

〃  

12.0

〃  

〃  

長　　サ　４m

6.0

9.0

〃  

10.5

12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

40－43

23－25

33－35

40－45

40－42

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

42－48

33－35

20－22

27－30

60－65

70－75

110－150

180－200

70－75

110－150

180－200

長　　サ　４m

6.0

9.0

〃  

10.5

12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

52－57

30－35

45－50

70－75

70－75

10.5

12.0

〃  

13.5

〃  

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

80－85

105－110

120－140

90－95

100－120

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

23－25

25－27

25－30

65－70

33－37

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�

（本）  6－ 8 

（本）12－20  

180－200

150－200

250－300

長さ�径（b）�杉（千円）�桧（千円）�松（千円）�
�
�

３m

�
�

４m

�

６m

７－12
13

14－16
18上
７－12
11－13
14－16
18上

14－16
18－20

価格�
名柄別�

価格o当り（百円）�
平　均� 高　値�

香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

9
15
24
18
13
16
－
16
－
－

14
29
37
36
22
24
37
35
59
47

－
－
－
13
－
－
17
20
－
－

55
38
27
29
19
17
51
51
45
25
18
－�

80
80
48
51
42
33
80
85
77
57
40
－�


